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研究目的 
 均一な大きさを持ち，水溶液中で安定なナノ粒子を作製する。またナノ粒子の規則的

な配列対を作製する。 

研究内容 

ナノ粒子を生成する際，蛋白質でできた小さなカゴの中で粒子を成長させれば物理的

に大きさを制限され，均一な粒子を作ることができる。 

当研究室ではフェリチンと呼ばれる外径13nm，内径7nmのカゴ状蛋白質を用いて，

鉄，ニッケル，クロム，インジウム，アルミニウム，カルシウム，希土類などの無機物

のナノ粒子を成長させる技術を確立させた。 

ナノ粒子の周りを蛋白質の殻が囲うことになるので，粒子が会合して沈殿するのを防

ぎ，さらに蛋白質を結晶化させることによりナノ粒子を格子点に規則正しく配列させる

ことができる。発光性のナノ粒子や磁性ナノ粒子を作製できるので分子標識やナノデバ

イスとしての応用をめざしている。 

用  途 分子標識，ナノデバイス 
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関連画像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フェリチンで作製したナノ粒子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フェリチンにより作製したフェライトの 

ナノ粒子配列 
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